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特別活動（ホームルーム）指導案（２学年） 
 

平成 28 年 11月 18日 6，7校時（14:05～15:45） 多目的室 指導者 金澤 正則 

１ 題材名 「働くことを意識して高校生の時期に何をすべきか考える」 

 

２ 題材観 

  本活動は学習指導要領に示されているホームルーム活動の（３）学業と進路ア「学ぶことと働くこ

との意義の理解」に関わるものである。生徒が充実した学校生活を送るためには、自己の可能性に気

付き、学習に対する興味・関心や学ぶことの楽しさや喜びを実感することが必要である。学習のつま

ずきや学校生活への困難を克服できる意欲と目的意識をしっかりと持たせなければならない。生徒が

学校で学ぶ意義や目的を考え、学習や活動に取り組むためには、将来の進路選択と働くことを意識し

て考えることが大切である。本活動では、自分のよさや可能性に気付かせ、学ぶことと働くことを結

び付けた体験学習を通して自己実現を図る態度を育成する。 

 

 ３ 研修とのかかわり  

  本研修は新聞社の編集部における取材活動や原稿の執筆を中心に行っている。取材活動では、広い

視野を持ち、多角的な視点から物事を考えることや積極的に人と関わることの重要性を感じた。また、

原稿の執筆では知識の豊富さ、読み手を意識した記事の切り口を考える思考力が求められることを学

んだ。そこで、教師が新聞社での研修で作成した新聞記事をもとに、学ぶことと働くことの結び付き

を伝え、新聞記事を作成する体験を通して自分のよさや可能性に気付かせたいと考えた。「将来の夢」、

「隣の人の魅力」をテーマとして互いにインタビューを行い、新聞記事を作成する演習を通して将来

の進路選択と働くことを意識させ、学習や各種活動など学校生活に意欲的に取り組ませる。 

 

４ 指導方針  

（１） 長期社会体験研修の取材、記事を書くなどの仕事内容を紹介する。 

（２） 記事を使い、グループで題名を考えさせる活動を行う。 

（３） 記事の書き方や位置の役割、面の構成、ページの決まりなどを紹介することで、素早く情報を

収集する方法を提示する。 

 

５ 評価規準（事前の活動→本時の活動→事後の活動）    

評

価

規

準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

授業に主体的に取り組むとともに、学ぶことや働くことの意義に

ついて関心を持ち、意欲的に学ぶことができる。 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

将来の進路選択と学ぶことや働くことを結び付け、演習に取り組

んでいる。 

集団活動や生活につ

いての知識・理解 

 自分のよさや可能性を的確に捉え、学ぶことや働くことの意義を

理解している。 

時間 
伸ばしたい資質・能力 

主な学習活動 
知識・理解 思考・判断・実践 

本 

時 

の 

活 

動 

・学ぶことと働くことの意義

の理解 

 

・新聞の構成や読み方の理解 

 

 

・今できることを考える力、

将来必要なことを考える力 

 

・情報を正確に収集する力 

 

 

・教員の研修内容を聞

く。 

・記事を使って働く際に

必要な力や現在できる

ことを考える。 

・隣同士でインタビュー

をして記事を書く。 
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６ 本時の学習指導 

（１） 目 標  学ぶことと働くことの意義を理解し、高校生活をどのように送るかを考えさせる。 

（２） 準 備     【教員】ワークシート、メモ、プレゼンテーションソフト、プロジェクタ 

          【生徒】筆記用具 

（３） 展 開 

学習活動 

予想される生徒の反応 
時間 

指導上の留意点及び支援・評価 

(◎努力を要する生徒への支援 ◇評価) 

(太字はキャリア教育とのかかわり) 

〈導入〉 

１ 新聞社の仕事について理解する。 

２ 研修で行った活動を見る。 

－予想される生徒の反応－ 

・新聞社でどんな仕事をしてきたのか。 

・私たちに何を伝えたいのか。 

 

１０分 ・企業の研修内容を資料やプレゼンテーションソ

フトを使って説明する。 

・本時の流れを意識させ、学ぶことや働くこと

の意義を考えさせる。 

◇学ぶことや働くことの意義について、関心を

持っている。 

 ・働くことを具体的に知り、自分自身の可能性や自

己成長を図るための学びについて考える。 

【自己理解・自己管理能力】 

〈展開〉 

１ 新聞記事の構成を理解する。 

① 読者を引き付ける見出しの付け方を理解

する。 

・記事から見出しを考える。 

「高崎が生き残るには」 

・ワークシートに取り組む。 

－予想される生徒の反応－ 

・どの情報を使えばよいのか。 

・編集部が見出しにしようと思ったところ

はどこか。 

・見出しを付けられるようになるには、ど

のような力が必要かを考える。 

 

② 文章の書き方を理解する。 

・５W１H 

・新聞のページ構成 

・紙面の構成 

 

③ 話し方を理解する。 

・クローズドクエスチョンとオープンクエ

スチョンの違いを知る。 

 

 

２ 演習「隣の人の将来の夢」、「隣の人の

魅力」どちらかを選び２００字以内で記事

を書く。 

① 事前課題をもとに、インタビューシートを

作成する。 

 

 

３０分 

（5分） 

 

 

（13分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7分） 

 

 

 

 

   

（5分） 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

・記者の情報収集と事前準備を説明する。 

・編集者の見出しの付け方の説明をする。 

・プレゼンテーションソフトを使って、見出しを

考えるポイントを説明する。 

・記事の中で、読者が最も興味を持つ文書は

どこかプレゼンテーションソフトを使ってヒン

トを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

・５W１H で文章の書き方を説明する。 

・「高崎は生き残れるのか」の記事で５W１H

を確認する。 

・新聞のページ構成、面の構成を説明する。 

 

・クローズドクエスチョンとオープンクエスチ

ョンを説明する。 

 

 

 

 

 

・事前課題をもとに意見交換をさせ、インタビュ

ーシートを作成させる。 
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② インタビューを行う。 

・「就きたい職種」」、「興味を持ってい

ること」、「そのために今やっていること」

など、互いにインタビューする。 

・将来の夢が出てこない場合には、インタ

ビューで派生的に出てきた内容でも良いも

のとする。「今夢中になっていること」や

「隣の人の良いところ」など。 

－予想される生徒の反応－ 

・○○さんの良いところはどこかな。 

・可能性を聞き出すのは難しいな。 

          

③ 記事を作成する。 

・インタビューの内容をもとに、２００字

以内で記事を作成する。 

・見出しを考える。 

・完成したら隣同士で交換して読む。 

 

 

 

 

３ 発表 

・作成した記事を発表する。 

・インタビューや記事作成で気付いた事を

書く。 

・事前アンケートと研修先のアンケートを

もとに、将来の選択や学校生活の現状を理

解する。 

－予想される生徒の反応－ 

・今後の学校生活をどのように送るか、本

日の授業を受けての感想を書く。 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５分 

 

・インタビューシートをもとに、相手のよさや可

能性を引き出す話し方を行わせる。 

◎相手の言葉が続くような質問ができるよう

支援する。 

◇将来の進路選択を学ぶことの意義に結び付

け演習に取り組んでいる。 

・主体的に情報収集を行い、演習課題を処理しよう 

としている。【課題対応能力】 

 

 

 

 

・記事作成が進むよう机間支援をする。 

・記事を交換させ感想を書く。 

・他者が見取った、自分のよさを理解させる。 

◇自分のよさや可能性を的確に捉え、働くことの意

義や学ぶことの意義を理解している。 

・自己のよさや可能性から働くことや学ぶことの意 

義を主体的に考え、学校生活の改善につなげようと 

している。【キャリアプランニング能力】 

 

 

・内容が充実している生徒を２～３人選出

し、発表させる。 

・プレゼンテーションソフトを使って説明する。 

・事前アンケートと研修先のアンケートを紹

介し、将来を意識した学校生活を送ることを

理解させる。 

 

・今後の学習や各種活動など学校生活の改善

策を考えさせる。 

<まとめ> 

・本日のまとめを行う。 

 

５分 

 

・ワークシートの提出 

 


